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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ドアの扉（１２）に装着可能な凹形取っ手（１４）を備え、この凹形取っ手内でロック
可能な取っ手レバー（１６）の一端（１８）が、ドアの扉（１２）に対して平行な軸線（
２０）回りに、凹形取っ手（１４）または凹形取っ手内に保持されたクレモン錠、掛け金
（２４）のための駆動軸（２２）によって保持され、更にロック装置（２６）を備え、こ
のロック装置によって取っ手レバー（１６）が凹形取っ手（１４）内に揺動したその位置
でロック可能である、電子施錠システム（１０）において、ロック装置（２６）がモジュ
ール状に形成され、交換可能な構成部品（モジュール）、すなわち基本モジュール（３２
）と応用モジュール（５６）を備え、
ａ）基本モジュールが可動のボルト（２８）を備え、このボルトがロック位置で　取っ手
レバー（１６）を内側への揺動位置または折畳み位置に固定保持し、可動のボルトを駆動
するために、基本モジュールが電気エネルギーを供給するための装置（例えば電池または
蓄電池）を備え、この基本モジュール（３２）が凹形取っ手（１４）によって形成された
切欠きに差込み可能であり、かつこの　切欠き内で固定可能であり、
ｂ）応用モジュール（５６）がパネルの形をし、切欠きに差し込まれた基本モジュールの
端部が応用モジュールによって覆われ、応用モジュールのパネル面が取っ手レバー（１６
）（図１Ａ～１Ｄ）の自由端の開口に挿入されているかまたは開口を通過しているかある
いは取っ手レバーがパネル面を開放するように短くなっている（図９，１０）ことを特徴
とする電子施錠システム。
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【請求項２】
　駆動ユニット、電子制御装置および電池／蓄電池のような基本モジュールの個々の部品
がモジュールとして形成されている（図１１）ことを特徴とする請求項１記載の電子施錠
システム。
【請求項３】
　電気エネルギーを供給するためのモジュール状の装置が、電池セル用の収容室であるこ
とを特徴とする請求項１または２記載の電子施錠システム。
【請求項４】
　基本モジュール（３２）が外部の太陽電池、外部の電池または外部の非常電源のための
接続部材を備えている（図１１）ことを特徴とする請求項１，２または３記載の電子施錠
システム。
【請求項５】
　駆動ユニットがモジュール状に形成され、かつ電気機械式ロック装置を備え、このロッ
ク装置によって、操作レバー（１６）をロックするためのピンまたはボルトまたは突起（
２８）が電気制御信号によって外側に移動または揺動可能であることを特徴とする請求項
１，２，３または４記載の電子施錠システム。
【請求項６】
　応用モジュールのパネルが１２個のキーのような複数のキー（６０）からなるキーボー
トと、５桁の文字表示装置のような複数桁の文字表示装置（６２）および／または発光ダ
イオード（６４）を持っていることを特徴とする請求項１～５のいずれか一つに記載の電
子施錠システム。
【請求項７】
　応用モジュール内にトランスポンダが収納されていることを特徴とする請求項１～５の
いずれか一つに記載の電子施錠システム。
【請求項８】
　応用モジュールのパネルが生物測定学的指紋読取り装置（７０）を持っていることを特
徴とする請求項１～５のいずれか一つに記載の電子施錠システム。
【請求項９】
　応用モジュールが磁気ストライプ用読取り装置（６６）を持っていることを特徴とする
請求項１～５のいずれか一つに記載の電子施錠システム。
【請求項１０】
　応用モジュールがチップカード用読取り装置（６８）を備えていることを特徴とする請
求項１～５のいずれか一つに記載の電子施錠システム。
【請求項１１】
　応用モジュールが電波用送受信装置を備えていることを特徴とする請求項１～５のいず
れか一つに記載の電子施錠システム。
【請求項１２】
　応用モジュールが赤外線インターフェースを形成していることを特徴とする請求項１～
５のいずれか一つに記載の電子施錠システム。
【請求項１３】
　基本モジュールおよび／または応用モジュールがデータメモリを備えていることを特徴
とする請求項１～１２のいずれか一つに記載の電子施錠システム。
【請求項１４】
　基本モジュールおよび／または応用モジュールがマイクロプロセッサチップを備えてい
ることを特徴とする請求項１～１３のいずれか一つに記載の電子施錠システム。
【請求項１５】
　基本モジュールがカム面を有するばねで付勢されたラッチまたはボルトを備え、このカ
ム面にモータ歯車装置の偏心体が係合していることを特徴とする請求項１～１４のいずれ
か一つに記載の電子施錠システム。
【請求項１６】
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　基本モジュールが電子制御装置を備え、この電子制御装置がネットワークまたは他のモ
ジュールに接続されている（図１１）ことを特徴とする請求項１～１５のいずれか一つに
記載の電子施錠システム。
【請求項１７】
　基本モジュールと応用モジュールがオープナーモジュールを形成していることを特徴と
する請求項１～１６のいずれか一つに記載の電子施錠システム。
【請求項１８】
　電子施錠システムが中央制御装置（制御モジュールとソフトウェアモジュール）を備え
、複数のオープナーモジュールが中央制御装置に取付けられている（図１５）ことを特徴
とする請求項１７記載の電子施錠システム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
　技術的な適用分野
　発明の背景
　本発明は、ドアの扉等に装着可能である、好ましくは規格化された凹形取っ手を備え、
この凹形取っ手内でロック可能な取っ手レバーの一端が、ドアの扉に対して平行な軸線回
りに、凹形取っ手または凹形取っ手内に保持されたクレモン錠、掛け金等のための駆動軸
によって保持され、更にロック装置を備え、このロック装置によって取っ手レバーが凹形
取っ手内に揺動したその位置でロック可能である、電子施錠システムに関する。
【０００２】
　技術水準の簡単な説明
　欧州特許第０８２４６２４号明細書によって、電気的または電子的にロック可能な揺動
レバー操作装置が知られている。この揺動レバー操作装置はドアの扉等に装着可能な凹部
を備えている。この凹部には、掛け金式施錠装置またはクレモン式施錠装置のような施錠
装置の操作レバーが、ドアの扉に対して平行な軸線回りに凹部から外側に揺動可能にかつ
この凹部内に戻り揺動可能に支承されている。外側に揺動した位置では、取っ手レバーが
ドアの扉を垂直に通過する軸の回りに回転することにより、施錠操作が可能である。
【０００３】
　欧州特許第０８２４６２４号明細書記載の公知の揺動レバー装置の場合には、正しく作
動させるためには、ドアフレーム上に特別に配置する必要がある。
【０００４】
　ＷＯ８５／０３９７１によって既に、ドア等のためのロック装置が知られている。この
ロック装置の場合には、ボルトがボルト用収容部材に係合する。この過程は電子的に検査
される。例えば電気装置または機械を保護すべきであるドア、フラップ、蓋等がロック装
置によって監視される。ロック装置の位置、ひいてはアクセスの封鎖の事実を検査するこ
とができるようにするために、ボルトの位置を検査するセンサが役立つ。この検査は半導
体装置によって非接触式に行われる。ボルトがそのロックにあるかあるいは少なくともこ
のロック位置に移動しているかどうかの検査のほかに、ロックを再び解除することができ
る安全装置を設けるために、キーと関連して他の感知装置を設けることができる。ボルト
を移動させるために、コイルによって生じる磁力が役立つ。このコイルには、例えば電池
からの電流が供給される。ドア、固定装置等を操作するために、手動操作と代替的な自動
操作がある。ボルトはばねで付勢可能である。感知信号と命令信号を伝送するために、電
気ラインまたは光ファイバあるいは或る波長の共磁気的な放射線が役立つ。この感知装置
に関連して、安全性を固めるために論理回路が設けられる。キーの代わりに、符号化され
たカードとカート読取り器が使用される。
【０００５】
　発明の課題
　本発明の課題は、多方面で使用可能であり、特に既存の施錠システムでロックシステム
を後で交換することができる、特に冒頭に述べた種類の電気的にロック可能な揺動レバー
操作装置を備えた電気施錠システムを提供することである。ドアの扉の代わりにドアのフ
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レーム等に取付けるべき特別な装置は回避すべきである。
【０００６】
　装置は特に、慣用の揺動レバー式施錠装置で使用できるように形成すべきである。他の
課題は、技術水準で存在する従来使用されたシリンダ錠等のためのキーを不要にすべきで
ある。
【０００７】
　解決策
　この課題は、ロック装置がモジュール状に形成され、交換可能な構成部品（モジュール
）、すなわち基本モジュールと応用モジュールを備え、
ａ）基本モジュールが可動のボルトを備え、このボルトがロック位置で取っ手レバーを内
側への揺動位置または折畳み位置に固定保持し、可動のボルトを駆動　するために、基本
モジュールが電気エネルギーを供給するための装置を備え、この基本モジュールが凹形取
っ手によって形成された切欠きに差込み可能であり、かつこの切欠き内で固定可能であり
、
ｂ）応用モジュールがパネルの形をし、切欠きに差し込まれた基本モジュールの端部が応
用モジュールによって覆われ、応用モジュールのパネル面が取っ手レバーの自由端の開口
にまたは切込みまたは取っ手レバーの短縮部を通過している。
【０００８】
　特にモジュール構造と構成部品（モジュール）の交換可能性によって、多方面での用途
を可能にし、場合によっては既存のモジュールを他のモジュールと交換するという課題が
解決される。
【０００９】
　いろいろな応用モジュールと基本モジュールの組み合わせによって、電子式施錠システ
ムを簡単に提供することができる。この電子式施錠システムはきわめて異なる用途に適合
可能であり、異なる方法でネットワークに統合可能である。
【００１０】
　本発明は多くの実施形を可能にする。例えば、電子制御装置や電圧を発生する装置のよ
うな基本モジュールの個々の部分が凹形に形成されているので、ボルトの操作のためおよ
び電子制御装置のセンサ技術のための電気エネルギーの供給を、用途に応じて異なる方法
で行うことができる。
【００１１】
　電圧を発生するための凹形の装置は、（任意に再充電可能な）電池セルのための収容室
を形成する。これは特に低コストの解決策である。その代わりに、電気エネルギーは外部
から例えば電源網または外部の太陽電池によって供給可能である。トランスポンダや他の
電磁制御装置の場合、電気的なエネルギーは電波で伝達することができるので、ライン接
続や電池の交換および電池の再充電はもは不要である。
【００１２】
　応用モジュールのパネルも同様に多彩に形成可能である。例えば応用モジュールのパネ
ルが、１２個のような複数のキーからなるキーボードと、５桁のような複数の桁の文字表
示装置および／または発光ダイオードを持つことができる。
【００１３】
　上述のトランスポンダを伝送のために処理する場合には、トランスポンダを応用モジュ
ールに収納することができる。
【００１４】
　パネルは生物測定学的指紋検出装置を支持することができる。
【００１５】
　他の例では、施錠装置をネットワークに接続し、遠隔地から制御を行うことができる。
【００１６】
　他の実施形では、磁気ストライプのための読取り装置またはチップカードのための読取
り装置を応用モジュールに設けることができる。



(5) JP 4786862 B2 2011.10.5

10

20

30

40

50

【００１７】
　応用モジュールはワイヤレス制御を行うために、電波の送受信装置を備えていてもよい
。
【００１８】
　代替的に、赤外線インターフェースを応用モジュールに入れることができる。
【００１９】
　複雑な制御または記憶可能な制御のために、応用モジュールがデータメモリを含んでい
ることが望ましい。このデータメモリは勿論基本モジュール内にあるいは遠隔地に配置可
能である。
【００２０】
　基本モジュールがカム面を有するばねで付勢されたラッチまたはボルトを備え、このカ
ム面のモータ歯車装置の偏心体が係合する場合、駆動はきわめて確実で省電力であること
が判った。
【００２１】
　施錠装置が凹部に挿入可能なユニットであり、操作レバーをロックするためのピンまた
はボルトが電気制御信号によって、上記ユニットから外に移動または揺動可能に設けられ
ていると、機械的にきわめて望ましい。
【００２２】
　構造上の理由から、操作レバーでなく、凹部が電子装置を収容していることが望ましい
。これは、操作レバーが好ましくは構造ユニットの範囲内のその上面に、開口または短縮
部を備えていることを意味する。凹部内に挿入された構造ユニットは、この開口または短
縮部を経てあるいは操作レバーの揺動時にはそばを通過してアクセス可能である。
【００２３】
　開口は指紋の大きさと形を有する。この場合、構造ユニットのアクセス可能な面が指紋
センサ面を有する。
【００２４】
　代替的に、開口は構造ユニット上に配置されたキーボードへのアクセスを可能にする。
キーボードの代わりに、磁気ストライプの読み取り装置を設けることができる。
【００２５】
　代替的に、チップカードの読み取り装置を設けることもできる。同様に、トランスポン
ダで作動する読み取り書き込み装置を設けることができる。
【００２６】
　構造ユニットは赤外線光ビーム装置を経て供給および読み出し可能な、光を感知する要
素を備えることができる。
【００２７】
　構造ユニットは好ましくはマイクロプロセッサチップを備えている。このチップは今日
では非常に小さく形成可能であり、供されるスペース内に問題なく収納可能である。
【００２８】
　発明の詳細な説明
　次に、図に示した実施の形態に基づいて本発明を詳しく説明する。
【００２９】
　図１Ａ，１Ｂ，１Ｃおよび１Ｄは、電子式施錠システム１０の側面図、平面図、軸方向
断面図および切断した平面図である。この施錠システムはドアの扉１２等に装着可能な規
格化された凹形取っ手１４を備えている。この凹形取っ手内には、ロック可能な取っ手レ
バー１６の一端１８が、凹形取っ手１４またはこの凹形取っ手内に保持された、クレモン
錠２４、掛け金等のための駆動軸２２によって、ドアの扉１２に対して平行な軸線２０の
回りに揺動可能に保持されている。施錠システムは更に、ロック装置２６を備えている。
このロック装置によって、取っ手レバー１６が取っ手の凹部１４内に揺動した位置でロッ
ク可能である（ボルト２８によって）。
【００３０】
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　このロック装置１２６は図９，１０に従って、レバー１１６の範囲の外に配置可能であ
る。これはロック装置１２６を収納することができるようにするために、凹部の変更を必
要とし、更に構造長さが長くなる。図１Ａ，１Ｂ，１Ｃおよび１Ｄに従って、ロック装置
１２６を既存の切欠き内に設けることが望ましい。この切欠きは一般的にシリンダ錠のた
めに設けられている。しかし、図３に示すように、適当な形に形成されたロック装置を使
用することできる。この場合、操作レバー１６の変更が必要であるが、凹部は変更しない
でそのままでよい。この場合、構造長が短い。
【００３１】
　基本的には、ロックユニットも窪み状に形成され、特に互いに交換可能な次の部品を備
えている。
ａ）可動のボルト２８を備えた基本モジュール３２。このボルトは揺動運動もしくは図３
，４に示す矢印３０方向の並進運動を行う。ボルトトング２８は外側に移動する際に、取
っ手レバー１６の端壁３６に形成されたスリット状の開口３４に挿入される（図１Ａ，１
Ｃ，４参照）。
【００３２】
　ボルトは傾斜面３８を形成し、ドアノブの場合と類似してばね４０の力に抗して左向き
の矢印３０に沿って移動可能であり、それによって施錠装置自体を操作しないで、取っ手
レバー１６を凹部１４内に押し込むことができる。レバー１６を内側に揺動させる際に、
ボルト２８の傾斜面３８は端壁３６のエッジに達し、このエッジからばね４０の力に抗し
て押し戻され、切欠き３４の範囲に達するまで端壁に沿って滑る。その後で、ばね４０の
ばね力に基づいて、ボルトは再び外側に向けてロック位置まで押される。
【００３３】
　錠止されたロック位置では、ボルト２８は取っ手レバー１６をその内側への揺動位置ま
たは折畳み位置に固定保持する。このばねで付勢されたラッチ３８の解錠は、カム面４２
によって行われる。歯車装置を備えたモータ４８の偏心体４４が矢印４６の方向に回転す
るときに、偏心体４４がカム面に係合する。偏心体はその回転運動時に、ばね４０の力に
抗してガイド５０（図４）または５１（図１Ｄ）に沿ってボルト２８を移動させる。それ
によって、ボルト２８は切欠き３４の外に達し、例えばばね力で押し込まれている取っ手
レバーを解放し、外側に揺動させる。
【００３４】
　偏心体４４がカム面のエッジ５２から離れると、ボルト２８は解放され、ばねの力によ
って再び外側に移動したその位置にもたらされる。
【００３５】
　電圧を供給する装置がモータ４８を駆動する働きをする。この装置は同様に基本モジュ
ールに含めることが可能であり、例えば（任意に再充電可能な）電池の形をしている。こ
の電池はそのための収容部内に収納されている（参照数字５４参照）。基本モジュール３
２には応用モジュール５６が装着または嵌込み可能である。この応用モジュールはパネル
（カバー）の形状を有しており、従ってモータを含む基本モジュールの空間を閉鎖する（
図１Ｃ，２参照）。パネルの外面は取っ手レバー１６の自由端の開口または切込み５８を
通過し、基本モジュール３２のロック装置２６の施錠運動のための制御要素を持っている
。図１Ｂにおいて、応用モジュール５６のパネルは、多数のキー、ここでは１２個のキー
からなるキーボード６０と、例えば５桁のような２桁以上の文字表示装置６２と、１つま
たは複数の発光ダイオード６４を持っている。
【００３６】
　応用モジュール５６は交換可能であり、例えば図６の応用モジュール２５６と置換可能
である。この応用モジュールはキーボード６０の代わりに、磁気ストライプカードの磁気
ストライプのための読取り装置を備えている。この磁気ストライプはそれからデータを読
みだすために、スリット６６を通さなければならない。
【００３７】
　更に、付加的な発光ダイオード６４またはその他の表示装置を設けることができる（図
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６参照）。
【００３８】
　図７には、図５，６に示した同じ基本モジュール３２と関連して、チップカードを読み
取ることができる応用モジュール３５６が示してある。このチップカードはスリット６８
に挿入される。
【００３９】
　図８は生物測定学的指紋読取り装置７０を備えた応用モジュール４５６を示している。
この場合、親指または指が側壁７２によって案内される。
【００４０】
　基本モジュールは図１Ａのケーブル接続部７４を介して図示していないネットワークに
接続可能である。
【００４１】
　電波用送信／受信装置が設けられている応用モジュールは図示していない。同じことが
赤外線インターフェースを形成する応用モジュールについても当てはまる。同様に、トラ
ンスポンダを備えた応用モジュールも図示していない。
【００４２】
　基本モジュール、場合によっては応用モジュールは通常はデータメモリを含んでいる。
このデータメモリは基本モジュール内に設けることができるマイクロプロセッサに供され
る。
【００４３】
　上記から明らかなように、本発明による施錠システムは標準凹形取っ手に挿入可能な電
子錠の一連の製品を提供することができる。そのために、取っ手と錠アタッチメントのみ
の交換が必要であり、取っ手機構の複雑な分解は不要である。更に、錠は取っ手に直接係
合し、それによって権限のない人による開放に対して、きわめて安定した防護性を生じる
。本発明によるシステムは電源装置から給電しない（電池給電）運転のための実施形と、
電源給電による持続運転のための実施形を可能にする。これは、電源での持続運転と、蓄
電池を備えた、電源を用いない緊急運転を可能にすることによって、組み合わせも可能で
ある。
【００４４】
　この構造は上述のようにきわめて簡単であり、図１１に従って１個の基本モジュール（
電池モジュール、制御モジュールおよび駆動装置モジュールを含む）と、１個の応用モジ
ュールからなっている。基本モジュールは電圧発生部を含んでいる。この場合例えば、１
．２Ｖの電池電圧から、マイクロプロセッサを運転するために必要な５Ｖの電圧を発生す
ることができる。電池または蓄電池の電圧は運転中監視され、充電状態の低下は例えば発
光ダイオード（ＬＥＤ）によって光学的に表示される。ネットワークに接続すると、この
報告は中央でも評価可能である。例えば中央制御装置７８の制御モジュールで評価するこ
とができる。この中央制御装置はソフトウェアセット（ソフトウェアモジュール８０）も
含むことができる（図１３）。基本モジュールには、例えば２倍の１．５Ｖ蓄電池または
電池を備えた電池モジュールもしくは電圧接続アダプタが接続されている。
【００４５】
　応用モジュールの交換が可能であると、コード錠（コードはキーによって入力される）
、トランスポンダ錠、指紋識別（生物測定によって）およびネットワークバージョンを選
択的に用いることができる。このネットワークバージョンは上記の用途と組み合わせるこ
ともできる。更に、磁気ストライプ、チップカードおよびトランスポンダを備えた応用モ
ジュールが可能である。
【００４６】
　コードキー
　応用モジュールは基本モジュールに装着され、例えばコード錠の場合、１２個のキーボ
ードと、４桁のデジタル表示器を含んでいる。それ以上の桁は可能であるがしかし、ほと
んどの場合不要である。
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【００４７】
　発光ダイオードは入力状態を表示し、電池状態を任意に表示する。
【００４８】
　外部電源による運転状態で、例えば表示器に４線が表示される。この外部電源によらな
い運転の場合には、電気を節約するために、キーを操作した後で表示が行われる。４桁（
所望であればそれ以上の桁）のコードを入力するだけでよい。その際、錠は４番目の桁の
正しい入力後開放される。プログラミングコード（例えば４桁のプログラム＋４桁のプロ
グラムあるいはそれ以上）を入力すると、コードを付加または消去することができる。
【００４９】
　トランスポンダ
　トランスポンダを使用する場合、応用モジュールが基本モジュールに装着されるがしか
し、閉じたパネルと発光ダイオードと、更に隠れた読み取り接点を備えている。永久磁石
に巻付けられたトランスポンダが使用される。発光ダイオードは入力状態を表示するかま
たは電池状態を任意に表示する。モジュールは自足的に機能可能である。
【００５０】
　動作機能は例えば、外部の電源による動作状態でＬＥＤが赤く点灯するように行われる
。外部の電源を用いない動作ときには、磁石を備えた適切なトランスポンダを補正した後
で、表示が緑で行われる。今や、トランスポンダからコードが読み取られる。この場合、
錠は正しいトランスポンダで開放する。マスタートランスポンダまたは接続されたＰＣ／
ネットワークを介して、権限のある人は許される。
【００５１】
　ネットワーク
　ネットワーク（１２）の使用時に、応用モジュールは基本モジュールに装着され、閉じ
たパネルと例えば発光ダイオードを備える。発光ダイオードは入力状態を表示し、任意に
ネット接続を表示する。
【００５２】
　動作状態では（ライン８２，１８２，２８２（図１２）を介しての例えば電源装置８４
による外部の電源でのみ）、発光ダイオードが赤く点灯する。ネットワーク８６とライン
１８６，２８６，３８４を介しての開放命令の後で、発光ダイオードは赤く点灯する。ネ
ットワーク可能な複数の機器のためのそれぞれ１つの制御モジュール７６（図１３）が存
在する。この制御モジュールは個々の機器５７を操作可能である。
【００５３】
　指紋
　指紋認識方法または生物測定が適用されると、応用モジュールが基本モジュールに装着
され、指紋センサを一体化したパネルと発光ダイオードを備える。発光ダイオードは入力
状態を表示し、任意にネットワーク接続を表示する。
【００５４】
　動作状態（例えば図１２に従って外部の電源でのみ）では、発光ダイオードは赤である
。制御モジュール７６を介しての開放命令の後で、発光ダイオードは緑である。複数の指
紋機器のために例えばそれぞれ１個の制御モジュールが存在する。この制御モジュールは
個々の機器を操作可能であり、ドアに設けたセンサのデータを評価することが可能である
。
【００５５】
　その際、指のデータは制御モジュールに含まれている。
【００５６】
　図３において３２で示した基本モジュールはその上側部分、場合によっては幅の狭い部
分が下側から凹形取っ手に差し込まれ、例えばねじ３３によって凹形取っ手にねじ止めさ
れる。続いて、選択された応用モジュール５６が上側から凹形取っ手内におよび基本モジ
ュール３２の上端部に装着され、そして例えば同様にねじ止めされ、電気的に接続される
（例えばケーブルまたは差込みコネクタを介して）。
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【００５７】
　図１１には、モジュール構造の構想が明瞭に示してある。本発明に従って形成されたシ
ステムはセンサユニットを備えている。このセンサユニットは同様にモジュールである電
子制御装置に接続されている。電子制御装置には同様に、施錠運動を可能にする駆動ユニ
ットが接続されている。
【００５８】
　電子制御装置は任意に外部太陽電池と外部の電池または蓄電池に接続可能であるかある
いは内部の電池または蓄電池に接続可能である。
【００５９】
　センサユニットを備えたセンサと、駆動ユニットと、電子制御装置と、内部の電池また
は蓄電池は内部にある。
【００６０】
　太陽電池または外部の電池は外部にある。外部から任意に電力を供給することができる
ようにするために、センサユニットと電子制御装置は適当な電源接点を備えることができ
る。
【００６１】
　更に、電子制御装置には、給電および充電（電池を充電するために）、デジタル開放入
力（外部からの開放を可能にするために）、デジタル施錠出力（外部からの施錠開始）お
よびシリアルインターフェース８８（ネットワーク８６に対する）を行うことができる（
図１２参照）。
【００６２】
　図１２は複数のモジュールの相互の接続を示している。図１２に従って、モジュール１
，２はライン８２を介して電源網部分８４に接続されている。一方、モジュール３，４に
はモジュール２からライン３８６，２８６を経て給電される。第１のインターフェースは
モジュール１にデータを供給する。モジュール２，３，４にはインターフェース８８から
データが供給される。これらのモジュールは更にブロックＴＣＰ／ＩＯを介してインター
ネットまたはその他のネットワークまたは本発明の他のモジュールまたは中央電子施錠制
御装置７８（電子キーマスター）に接続されている。
【００６３】
　商業的な適用分野
　本発明は配電盤戸棚構造に商業的に適用可能である。
【図面の簡単な説明】
【図１】　図１Ａは本発明に従って形成された、システムの一部である揺動レバー型クレ
モン施錠装置の側面図である。図１Ｂは図１Ａの装置の平面図である。図１Ｃは図１Ａの
装置の軸方向断面図である。図１Ｄは図１Ａの装置を部分的に切断して示す平面図である
。
【図２】　図１Ａ～１Ｄに示した施錠装置を実現するために、普通の凹部に挿入可能なイ
ンサートの側面図である。
【図３】　図２のインサートの斜視図である。
【図４】　駆動装置を有するボルトを備えた図２，３のインサートの平面図である。
【図５】　キーボードとデテール表示装置と信号装置を有する応用モジュールを備えた、
上記の図に示した揺動レバー型施錠装置の部分断面図である。
【図６】　カード読取り装置を備えた応用モジュールを示す図である。
【図７】　チップ読取り装置を備えた応用モジュールを示す図である。
【図８】　指紋読取り装置を備えた応用モジュールを示す図である。
【図９】　揺動レバー型施錠装置の代替的な実施の形態の側面図である。
【図１０】　図９の装置の平面図である。
【図１１】　モジュール構造の形式を示す図である。
【図１２】　ネットワーク内のモジュールを示す図である。
【図１３】　モジュールコンセプトを示す図である。
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